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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ストリームに基づいて映像及び音声を再生するテレビジョン装置であって、
　前記ストリームに対して信号処理を行い、前記映像及び音声を再生する再生処理部と、
　前記テレビジョン装置が動作状態である場合に前記再生処理部に電力を供給し、前記テ
レビジョン装置が前記映像及び音声の出力を行わない待機状態である場合に前記再生処理
部に電力を供給しない電源部と、
　外部機器に電力を供給する為の電力供給バス及び前記外部機器との間のデータの受け渡
しの為のデータバスとを有する端子と、
　前記テレビジョン装置に操作信号を送信するものであって、前記映像及び音声を出力す
る動作状態から前記待機状態への切り替え指示、あるいは前記電力供給バスによる前記外
部機器へ前記電力の供給指示、に対応する前記操作信号を生成する信号処理部と、前記操
作信号を前記テレビジョン装置に送信する送信コマンドを前記信号処理部に入力する送信
指示部と、を具備する操作信号指示部と、
　前記テレビジョン装置が前記動作状態である場合に前記電力を前記再生処理部に前記電
力供給バスにより前記外部機器に供給し、前記テレビジョン装置が前記待機状態である場
合に前記指示信号生成部からの前記電力を前記電力供給バスにより前記外部機器に供給す
るか否かの切り替えを示す切り替え信号に基いて、前記電力を前記電力供給バスにより前
記外部機器に供給するか否かを切り替える制御部と、
　を具備するテレビジョン装置。
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【請求項２】
　前記制御部は、前記電源部と前記電力供給バスとの間に設けられたスイッチを備え、前
記スイッチのオンオフにより前記電力供給バスに電力を供給するか否かを切り替える請求
項１に記載のテレビジョン装置。
【請求項３】
　操作信号あるいは前記切り替え信号を受信する操作信号受信部をさらに具備し、
　前記制御部は、前記切り替え信号を受信した場合、前記電力供給バスに電力が供給され
るように前記スイッチを制御する請求項２に記載のテレビジョン装置。
【請求項４】
　前記スイッチの状態が切り替えられた場合、ビープ音を発するスピーカをさらに具備す
る請求項２または３に記載のテレビジョン装置。
【請求項５】
　前記電力供給バスに電力が供給されているか否かを示すインジケータをさらに具備する
請求項１に記載のテレビジョン装置。
【請求項６】
　ストリームに対して信号処理を行い、映像及び音声を再生する再生処理部と、動作状態
である場合に前記再生処理部に電力を供給し、待機状態である場合に前記再生処理部に電
力を供給しない電源部と、外部機器に電力を供給する為の電力供給バスを有するＭＨＬ端
子と、を有するテレビジョン装置に操作信号を送信するリモートコントローラであって、
　前記テレビジョン装置が待機状態である場合に前記電力を前記電力供給バスにより前記
外部機器に供給するか否かを切り替えさせる為の操作信号を生成する信号生成部と、
　前記操作信号を前記テレビジョン装置に送信する送信部と、
　を具備するリモートコントローラ。
【請求項７】
　前記テレビジョン装置で前記電力が前記電力供給バスに供給されているか否かを認識す
る状態認識部と、
　前記状態認識部による認識結果を表示する表示装置と、
　をさらに具備する請求項６に記載のリモートコントローラ。
【請求項８】
　映像及び音声を再生する再生処理部と、前記映像及び音声の出力を行わない待機状態で
ある場合に前記再生処理部に電力を供給しない電源部と、前記電源部から外部機器に電力
を供給する電力供給バス及び前記外部機器との間でデータの受け渡しを行うデータバスと
を有する端子と、を有する電子機器に操作信号を送信する操作信号指示装置であって、
　前記電子機器に、前記映像及び音声を出力する動作状態から前記待機状態への切り替え
指示、あるいは前記電力供給バスによる前記外部機器へ前記電力の供給指示、に対応する
操作信号を生成する信号処理部と、
　前記操作信号を前記電子機器に送信する送信コマンドを前記信号処理部に入力する送信
指示部と、
を具備する操作信号指示装置。
【請求項９】
　前記供給指示に対応する前記操作信号は、前記電力を前記電力供給バスにより前記外部
装置に供給するか否かを切り替える切り替え信号である請求項８記載の操作信号指示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、テレビジョン装置、及びリモートコントローラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、映画、テレビ番組、またはゲームなどの映像コンテンツ（ストリーム）を記録（
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録画）、及び再生することができる電子機器が一般的に普及している。
【０００３】
　また、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）(登録商標)などのデータを伝送する為の規格に
対応した電子機器が一般的に普及している。なお、ＵＳＢは、データの他に電源を供給す
ることができる通信規格である。電子機器は、ＵＳＢにより接続された機器に電源を供給
することができる。さらに、電子機器が待機状態（スリープ状態）であっても、ＵＳＢに
より接続された機器に電源を供給することができる電子機器がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２５２７４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、ＭＨＬ（Mobile High-definition Link）（登録商標）などのデータを伝送する
為の規格に対応した電子機器も普及している。ＭＨＬは、データの他に電源を供給するこ
とができる通信規格である。電子機器は、ＭＨＬにより接続された機器に電源を供給する
ことができる。また、電子機器が待機状態であっても、ＭＨＬにより接続された機器に電
源を供給することができる電子機器が要望されている。
【０００６】
　本発明の目的は、より高い利便性を有するテレビジョン装置、及びリモートコントロー
ラを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一実施形態に係るテレビジョン装置は、再生処理部と、電源部と、端子と、操作信号指
示部と、制御部と、を具備する。再生処理部は、ストリームに対して信号処理を行い、前
記映像及び音声を再生する。電源部は、前記テレビジョン装置が動作状態である場合に前
記再生処理部に電力を供給し、前記テレビジョン装置が前記映像及び音声の出力を行わな
い待機状態である場合に前記再生処理部に電力を供給しない。端子は、外部機器に電力を
供給する為の電力供給バス及び前記外部機器との間のデータの受け渡しの為のデータバス
とを有する。操作信号指示部は、前記テレビジョン装置に操作信号を送信するものであっ
て、前記映像及び音声を出力する動作状態から前記待機状態への切り替え指示、あるいは
前記電力供給バスによる前記外部機器へ前記電力の供給指示、に対応する操作信号を生成
する信号処理部と、前記操作信号を前記電子機器に送信する送信コマンドを前記信号処理
部に入力する送信指示部と、を具備する。制御部は、前記テレビジョン装置が前記動作状
態である場合に前記電力を前記再生処理部に前記電力供給バスにより前記外部機器に供給
し、前記テレビジョン装置が前記待機状態である場合に前記指示信号生成部からの前記電
力を前記電力供給バスにより前記外部機器に供給するか否かの切り替えを示す切り替え信
号に基いて、前記電力を前記電力供給バスにより前記外部機器に供給するか否かを切り替
える。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、一実施形態に係るテレビジョン装置について説明する為の図である。
【図２】図２は、一実施形態に係るテレビジョン装置について説明する為の図である。
【図３】図３は、一実施形態に係るリモートコントローラについて説明する為の図である
。
【図４】図４は、一実施形態に係るテレビジョン装置について説明する為の図である。
【図５】図５は、一実施形態に係るテレビジョン装置について説明する為の図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　以下、図を参照しながら、一実施形態に係るテレビジョン装置、及びリモートコントロ
ーラについて詳細に説明する。
【００１０】
　図１は、テレビジョン装置と、テレビジョン装置と接続される種々の機器の例を示す。
【００１１】
　テレビジョン装置（映像処理装置）１００は、例えば、放送信号、または記憶媒体に記
憶されている映像コンテンツなどを再生することができる放送受信装置などの電子機器で
ある。映像処理装置１００は、リモートコントローラ１６３と無線通信することができる
。
【００１２】
　携帯端末２００は、ディスプレイ、操作部、及び通信部を備える電子機器である。携帯
端末２００は、例えば、携帯電話端末、タブレット型ＰＣ、携帯音楽プレイヤー、ゲーム
機、ＤＶＤ(Digital Versatile Disc)レコーダ、セットトップボックス、または他の電子
機器である。
【００１３】
　無線通信端末３００は、映像処理装置１００及び携帯端末２００と無線または有線で通
信することができる。即ち、無線通信端末３００は、無線通信のアクセスポイントとして
機能する。また、無線通信端末３００は、外部のクラウドサービスなどのネットワーク４
００に接続することができる。即ち、無線通信端末３００は、映像処理装置１００または
携帯端末２００からのリクエストに応じてネットワーク４００にアクセスすることができ
る。これにより、映像処理装置１００及び携帯端末２００は、無線通信端末３００を介し
てネットワーク４００上のサーバから種々のデータを取得することができる。
【００１４】
　また、映像処理装置１００は、携帯端末２００とＭＨＬに対応した通信ケーブル（ＭＨ
Ｌケーブル）により接続されている。ＭＨＬケーブルは、一方にＨＤＭＩ（High Definit
ion Multimedia Interface）（登録商標）規格に対応した形状の端子（ＨＤＭＩ端子）を
有し、他方にＵＳＢ規格（例えばｍｉｃｒｏ　ＵＳＢ）に対応した形状の端子（ＵＳＢ端
子）を有するケーブルである。
【００１５】
　ＭＨＬは、映像及び音声を含む動画データ（ストリーム）を伝送することができるイン
タフェース規格である。ＭＨＬでは、ストリームを出力する側の電子機器（ソース機器）
が、ストリームを受信する側の電子機器（シンク機器）に対してＭＨＬケーブルによりス
トリームを出力する。シンク機器は、受信したストリームを再生し、再生した映像をディ
スプレイに表示させることができる。また、ソース機器及びシンク機は、ＭＨＬケーブル
で接続された機器にコマンドを送信することにより、相手の機器を操作及び制御すること
ができる。
【００１６】
　図２は、一実施形態に係る映像処理装置１００の例を示す。　
　映像処理装置１００は、例えば、放送信号、または記憶媒体に記憶されている映像コン
テンツなどを再生することができる放送受信装置、またはレコーダなどの電子機器である
。
【００１７】
　映像処理装置１００は、チューナ１１１、スピーカアンプ１２１、スピーカ１２２、デ
ィスプレイ１３４、制御部１５０、受光部１６２、コンポジット入力端子１７２、ＨＤＭ
Ｉ端子１７３、ＭＨＬ端子１７４、電源回路１８０、及びインジケータ１８２を備える。
【００１８】
　チューナ１１１は、例えばアンテナ１０１により受信されたディジタル放送信号を受け
取ることができる。アンテナ１０１は、例えば、地上ディジタル放送信号、ＢＳ（ｂｒｏ
ａｄｃａｓｔｉｎｇ　ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）ディジタル放送信号、及び／または、１１０
度ＣＳ（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）ディジタル放送信号を受信
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することができる。チューナ１１１は、上記したディジタル放送信号により供給される番
組などのコンテンツのデータ（ストリーム）を受け取ることができる。
【００１９】
　チューナ１１１は、ディジタル放送信号用のチューナである。チューナ１１１は、受け
取ったディジタル放送信号のチューニング（選局）を行う。チューナ１１１は、チューニ
ングしたディジタル放送信号を制御部１５０に送信する。なお、映像処理装置１００は、
複数のチューナ１１１を備えていてもよい。映像処理装置１００は、複数のチューナによ
り複数の放送信号を同時に選局することができる。
【００２０】
　制御部１５０は、映像処理装置１００における種々の信号処理を実行するプロセッサー
である。また、制御部１５０は、映像処理装置１００の各部の動作を制御することができ
る。制御部１５０は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、及び不揮発性メモリなどを備えている。
【００２１】
　ＲＯＭは、映像処理装置１００を制御する為のプログラム、及び各種の機能を実現する
為のプログラムなどを記憶する。ＲＡＭは、ＣＰＵのワークメモリとして機能する。即ち
、ＲＡＭは、ＣＰＵの演算結果、ＣＰＵにより読み込まれたデータなどを記憶する。不揮
発性メモリは、各種の設定情報、及びプログラムなどを記憶する。ＣＰＵは、操作信号に
基づいて、ＲＯＭまたは不揮発性メモリに記憶されているプログラムを起動する。これに
より、制御部１５０は、種々の信号処理、及び各部の動作の制御を行うことができる。
【００２２】
　制御部１５０は、受信したディジタル放送信号を復調する。これにより、制御部１５０
は、ディジタル放送信号からトランスポートストリーム（ＴＳ）などの動画データ（以下
ストリームと称する）を取得する。なお、制御部１５０は、複数のチューナ１１１により
選局された複数の信号をそれぞれ復調することができる。
【００２３】
　上記のように、アンテナ１０１、チューナ１１１、及び制御部１５０は、ストリームを
受信する受信手段として機能する。
【００２４】
　制御部１５０は、ストリームの分離などの信号処理を行う。即ち、制御部１５０は、ス
トリームをディジタル映像信号、ディジタル音声信号、及びその他のデータ信号に分離す
る。なお、制御部１５０は、複数のストリームを分離することができる。
【００２５】
　また、制御部１５０は、ストリームを録画可能な状態のデータ（録画ストリーム）に変
換することができる。制御部１５０は、録画ストリームを図示されないストレージまたは
他のモジュールに供給することができる。
【００２６】
　またさらに、制御部１５０は、ストリームのビットレートをオリジナルのビットレート
から他のビットレートに変換（トランスコード）することができる。即ち、制御部１５０
は、放送信号などに基づいて取得したオリジナルのビットレートのストリームを、より低
いビットレートのストリームにトランスコードすることができる。これにより、制御部１
５０は、より容量の少ない状態でコンテンツを録画させることができる。
【００２７】
　さらに、制御部１５０は、ディジタル音声信号を、スピーカ１２２により再生可能なフ
ォーマットの信号（オーディオ信号）に変換する。例えば、制御部１５０は、ディジタル
音声信号をディジタル／アナログ変換によりオーディオ信号に変換する。制御部１５０は
、オーディオ信号をスピーカアンプ１２１に供給する。スピーカアンプ１２１は、受け取
ったオーディオ信号を増幅し、増幅したオーディオ信号をスピーカ１２２に供給する。ス
ピーカ１２２は、供給されるオーディオ信号に基づいて音を再生する。
【００２８】
　またさらに、制御部１５０は、ディジタル映像信号を、ディスプレイ１３４で再生可能
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なフォーマットの映像信号に変換する。即ち、制御部１５０は、ディジタル映像信号を、
ディスプレイ１３４で再生可能なフォーマットの映像信号にデコード（再生）する。
【００２９】
　即ち、制御部１５０は、ストリームに対して信号処理を行い、映像及び音声を再生する
再生処理部として機能する。
【００３０】
　さらに、制御部１５０は、例えば、映像信号に対して色味、明るさ、シャープ、コント
ラスト、またはその他の画質調整処理を行う。制御部１５０は、画質調整を施した映像信
号をディスプレイ１３４に供給する。ディスプレイ１３４は、供給される映像信号に基づ
いて映像を表示する。
【００３１】
　ディスプレイ１３４は、例えば、マトリクス状に配列された複数の画素を備える液晶表
示パネルと、この液晶パネルを照明するバックライトとを備える液晶表示装置などを備え
る。ディスプレイ１３４は、制御部１５０から供給される映像信号に基づいて映像を表示
する。
【００３２】
　なお、映像処理装置１００は、ディスプレイ１３４の代わりに、映像信号を出力する出
力端子を備える構成であってもよい。また、映像処理装置１００は、スピーカ１２２の代
わりに、オーディオ信号を出力する出力端子を備える構成であってもよい。また、映像処
理装置１００は、ディジタル映像信号とディジタル音声信号とを出力する出力端子を備え
る構成であってもよい。
【００３３】
　受光部１６２は、例えば、リモートコントローラ１６３からの操作信号を受信するセン
サなどを備える。受光部１６２は、受信した信号を制御部１５０に供給する。制御部１５
０は、受光部１６２から供給された信号を受信し、受信した信号を増幅させて復調を行う
ことにより、リモコン１６３から送信された元の操作信号を復号する。即ち、受光部１６
２及び制御部１５０は、操作信号を受信する操作信号受信部として機能する。
【００３４】
　なお、受光部１６２と制御部１５０との間には、受光部１６２から出力された信号を昇
圧する為の回路が形成されている。例えば、受光部１６２の出力端子と電源回路１８０と
の間に抵抗器１６４が接続されている場合、受光部１６２の出力端子から出力された信号
が、電源回路１８０の電位に昇圧される。これにより、制御部１５０は、ＨｉｇｈとＬｏ
ｗとを識別可能な信号を受け取ることができる。この結果、制御部１５０は、受光部１６
２から供給された信号から元の操作信号を復号することができる。
【００３５】
　リモートコントローラ１６３は、種々の操作キーを有する。リモートコントローラ１６
３は、それぞれのキーの操作に応じて操作信号を生成し、生成した操作信号を出力する。
即ち、リモートコントローラ１６３は、ユーザの操作入力に基づいて操作信号を生成する
。リモートコントローラ１６３は、生成した操作信号を赤外線通信により受光部１６２に
送信する。リモートコントローラ１６３は、例えば操作信号を赤外線として送信する送信
部を備える。なお、受光部１６２及びリモートコントローラ１６３は、電波などの他の無
線通信により操作信号の送受信を行う構成であってもよい。
【００３６】
　図３は、リモートコントローラ１６３の構成例を示す。　
　リモートコントローラ１６３は、電源キー１６３ａ、入力切換キー１６３ｂ、ＭＨＬ電
源キー１６３ｃ、数字キー１６３ｄ、チャンネルキー１６３ｅ、音量キー１６３ｆ、カー
ソルキー１６３ｇ、及びカラーキー１６３ｈなどを有する。リモートコントローラ１６３
は、それぞれのキーの操作に応じて操作信号を生成し、生成した操作信号を出力する。例
えば、リモートコントローラ１６３は、操作信号を赤外線により出力する。
【００３７】
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　電源キー１６３ａは、映像処理装置１００に電源状態を切り替えさせる為のキーである
。
【００３８】
　入力切換キー１６３ｂは、映像処理装置１００に放送信号及びコンテンツの入力端子を
切り替えさせる為のキーである。
【００３９】
　ＭＨＬ電源キー１６３ｃは、後述するＭＨＬ端子１７４に接続されている機器に対して
電源を供給するか否かを切り替える為のキーである。
【００４０】
　数字キー１６３ｄは、映像処理装置１００に選局を行わせる為のキーである。映像処理
装置１００は、数字キー１６３ｄに応じた操作信号に基づいて、放送信号の選局（チャン
ネルの選択）を行う。
【００４１】
　チャンネルキー１６３ｅは、映像処理装置１００に選局を行わせる為のキーである。音
量キー１６３ｆは、映像処理装置１００に音量の調整を行わせる為のキーである。
【００４２】
　カーソルキー１６３ｇは、映像処理装置１００に種々の処理を行わせる為のキーである
。カーソルキー１６３ｇは、十字キー、決定キー、番組表キー、録画リストキー、戻るキ
ー、終了キーなどを備える。映像処理装置１００は、十字キー及び決定キーに応じた操作
信号に基づいて、画面上で種々の項目の選択などを行う。
【００４３】
　また、映像処理装置１００は、戻るキーに応じた操作信号に基づいて、録画リスト画面
、番組表画面、及び他の表示画面の切り替えなどを行う。また、映像処理装置１００は、
終了キーに応じた操作信号に基づいて、録画リスト画面、番組表画面、及び他の表示画面
などの表示を終了させる。
【００４４】
　また、映像処理装置１００は、番組表キーに応じた操作信号に基づいて、放送信号に基
づく番組表画面を生成し、ディスプレイ１３４に番組表画面を表示させる。またさらに、
映像処理装置１００は、録画リストキーに応じた操作信号に基づいて、映像処理装置１０
０により再生することができる録画されたコンテンツのリスト（録画リスト）を示す画面
（録画リスト画面）を生成し、ディスプレイ１３４に録画リスト画面を表示させる。
【００４５】
　カラーキー１６３ｈは、映像処理装置１００に種々の動作を行わせる為のキーである。
　コンポジット入力端子１７２、ＨＤＭＩ端子１７３、及びＭＨＬ端子１７４は、有線で
他の機器とデータを伝送する為の有線通信部である。コンポジット入力端子１７２は、映
像信号及び音声信号を受け取る為の入力端子である。ＨＤＭＩ端子１７３は、ＨＤＭＩ規
格に基づいてデータを伝送する為の端子である。ＭＨＬ端子１７４は、ＭＨＬ規格に基づ
いてデータを伝送する為の端子である。
【００４６】
　コンポジット入力端子１７２、ＨＤＭＩ端子１７３、及びＭＨＬ端子１７４は、それぞ
れ受け取った信号を制御部１５０に供給する。制御部１５０は、コンポジット入力端子１
７２、ＨＤＭＩ端子１７３、及びＭＨＬ端子１７４から供給された信号を復号し、元の映
像信号及び音声信号を取得する。これにより、映像処理装置１００は、コンポジット入力
端子１７２、ＨＤＭＩ端子１７３、またはＭＨＬ端子１７４により受け取ったストリーム
を再生することができる。
【００４７】
　なお、制御部１５０は、リモートコントローラ１６３の入力切換キー１６３ｂの操作に
基づいて、チューナ１１１、コンポジット入力端子１７２、ＨＤＭＩ端子１７３、及びＭ
ＨＬ端子１７４のいずれかのモジュールを選択する。制御部１５０は、選択したモジュー
ルから供給された信号に基づいて映像及び音声をスピーカ１２２及びディスプレイ１３４
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から出力させる。
【００４８】
　なお、ＭＨＬ端子１７４は、ＨＤＭＩ端子１７３の一部として構成されていてもよい。
即ち、ＨＤＭＩ端子１７３が有する複数の接触端子のうちの一部が、ＭＨＬ端子１７４と
して機能するように構成されていてもよい。
【００４９】
　また、ＭＨＬケーブルの映像処理装置１００に接続される側の端子は、ＨＤＭＩケーブ
ルと互換性のある構造を備えている。なお、ＭＨＬケーブルは、通信に用いられない端子
（検知用端子）間に抵抗が接続されている。制御部１５０は、検知用端子に電圧を印加す
ることにより、映像処理装置１００にＭＨＬケーブルが接続されているかＨＤＭＩケーブ
ルが接続されているかを認識することができる。
【００５０】
　映像処理装置１００は、ＭＨＬ端子１７４に接続された機器（ソース機器）から出力さ
れたストリームを受信し、再生することができる。また、映像処理装置１００は、ＭＨＬ
端子１７４に接続された機器（シンク機器）に対してストリームを出力することができる
。
【００５１】
　電源回路１８０は、ＡＣコード１８１などを介して商用電源などから電力を受け取る。
電源回路１８０は、受け取った交流の電力を直流に変換し、映像処理装置１００内の各部
へ供給する。例えば、電源回路１８０は、制御部１５０、受光部１６２、抵抗器１６４、
及びインジケータ１８２などに電力を出力する電源部である。
【００５２】
　また、映像処理装置１００は、ＬＡＮまたは無線ＬＡＮにより無線通信端末３００経由
でネットワーク４００上の他の機器と通信を行なうことができるＬＡＮインターフェース
を備えていてもよい。これにより、映像処理装置１００は、無線通信端末３００に接続さ
れている他の機器と通信することができる。例えば、映像処理装置１００は、ＬＡＮイン
ターフェースによりネットワーク４００上の機器に記録されているストリームを取得し、
再生することができる。
【００５３】
　また、携帯端末２００は、ＭＨＬケーブルにより接続された機器（ソース機器）から出
力されたストリームを受信し、再生することができる。また、携帯端末２００は、自身の
ディスプレイ及びスピーカから出力する映像及び音声に基づいてストリームを生成するこ
とができる。さらに、携帯端末２００は、ＭＨＬケーブルにより接続された機器（シンク
機器）に対して生成したストリームを出力することができる。
【００５４】
　例えば、携帯端末２００がソース機器であり、映像処理装置１００がシンク機器である
とすると、携帯端末２００は、トランスミッタ及びレシーバを有する。また、映像処理装
置１００は、トランスミッタ及びレシーバを有する。
【００５５】
　トランスミッタとレシーバとは、ＭＨＬケーブルにより接続される。ＭＨＬケーブルは
、ＶＢＵＳ、ＧＮＤ、ＣＢＵＳ、ＭＨＬ＋、及びＭＨＬ－などのラインを有する。
【００５６】
　ＶＢＵＳは、電力を伝送する為の電力供給バスである。例えば、シンク機器は、ＶＢＵ
Ｓによりソース機器に＋５Ｖの電力を供給する。ソース機器は、シンク機器からＶＢＵＳ
により供給された電力により動作することができる。例えば、ソース機器である携帯端末
２００の電源部は、シンク機器からＶＢＵＳにより供給された電力をバッテリーに充電す
ることができる。ＧＮＤは、接地されたラインである。
【００５７】
　ＣＢＵＳは、例えばコマンドなどの制御信号を伝送する為のラインである。ＣＢＵＳは
、例えば、ＤＤＣ（Display Data Channel）コマンドまたはＭＳＣ（MHL Sideband chann
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el）コマンドなどを双方向で伝送するために使用される。ＤＤＣコマンドは、ＥＤＩＤ（
Extended Display Identification Data）の読み出し、及びＨＤＣＰ（High-bandwidth D
igital Content Protection）認証などに使用される。ＥＤＩＤは、ディスプレイなどの
スペックに応じて予め設定されたディスプレイ情報のリストである。また、ＭＳＣコマン
ドは、図示されない各種レジスタのリードライト及びリモコン制御等に使用される。
【００５８】
　例えば、シンク機器である映像処理装置１００は、ＣＢＵＳによりコマンドをソース機
器である携帯端末２００に対して出力する。携帯端末２００は、受信したコマンドに応じ
て種々の処理を実行することができる。
【００５９】
　ソース機器は、シンク機器に対してＤＤＣコマンドを送信することにより、シンク機器
とＨＤＣＰ認証を行い、シンク機器からＥＤＩＤを読み出すことができる。
【００６０】
　ＨＤＣＰは、機器間で伝送される信号を暗号化する方式である。映像処理装置１００及
び携帯端末２００は、ＨＤＣＰに準拠した手順で鍵などの送受信を行い、相互認証を行う
。互いに認証された場合、映像処理装置１００及び携帯端末２００は、互いに暗号化され
た信号をやりとりすることができる。
【００６１】
　また、携帯端末２００は、映像処理装置１００から取得したＥＤＩＤを解析し、映像処
理装置１００により処理が可能な解像度、色深度、及び伝送周波数などのフォーマットを
示すディスプレイ情報を認識する。携帯端末２００は、映像処理装置１００が処理可能な
解像度、色深度、及び伝送周波数などのフォーマットでストリームを生成する。
【００６２】
　ＭＨＬ＋及びＭＨＬ－は、データを伝送する為のラインである。ＭＨＬ＋及びＭＨＬ－
は、２つのラインで１対のツイストペアとして機能する。例えば、ＭＨＬ＋及びＭＨＬ－
は、ＴＭＤＳ（Transition Minimized Differential Signaling）方式でデータを伝送す
るＴＭＤＳ　ｃｈａｎｎｅｌとして機能する。また、ＭＨＬ＋及びＭＨＬ－は、ＴＭＤＳ
方式での同期信号（ＭＨＬクロック）を伝送することができる。
【００６３】
　例えば、ソース機器は、ＴＭＤＳ　ｃｈａｎｎｅｌによりストリームをシンク機器に対
して出力することができる。映像処理装置１００は、ＴＭＤＳ　ｃｈａｎｎｅｌにより送
信されたストリームを受け取り、受け取ったストリームに対して信号処理を施し、再生す
る。
【００６４】
　さらに、映像処理装置１００は、リモートコントローラ１６３または操作入力部１６１
などにより生成された操作信号に基づいて、ＭＨＬケーブルにより接続された携帯端末２
００を制御する為の制御信号を生成してもよい。この場合、映像処理装置１００は、ＭＨ
ＬケーブルのＣＢＵＳを介して制御信号を携帯端末２００に送信する。これにより、映像
処理装置１００は、携帯端末２００の動作を制御することができる。
【００６５】
　映像処理装置１００は、動作状態及び待機状態を有する。電源回路１８０は、映像処理
装置１００が動作状態である場合、制御部１５０及び映像処理装置１００内の各モジュー
ルに電力を供給する。映像処理装置１００は、動作状態である場合、信号処理を行い映像
及び音声を出力することができる。
【００６６】
　また、電源回路１８０は、映像処理装置１００が待機状態である場合、受光部１６２、
及び制御部１５０の一部に電力を供給する。電源回路１８０は、映像処理装置１００が待
機状態である場合、少なくとも特定の操作信号の受信に関するモジュールに電力を供給す
る。映像処理装置１００は、待機状態である場合、特定の操作信号を受信する為のモジュ
ールを動作させ、他のモジュールによる処理が実行されない状態になる。即ち、映像処理
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装置１００は、待機状態である場合、映像及び音声の出力を行わない状態になる。
【００６７】
　即ち、電源回路１８０は、映像処理装置１００が動作状態である場合にストリームの再
生に関するモジュールを含む各モジュールに電力を供給し、映像処理装置１００が待機状
態である場合にストリームの再生に関するモジュールに電力を供給しない構成を備える。
【００６８】
　また、映像処理装置１００は、電源回路１８０とＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳとの間に
設けられたスイッチ１７５を備える。映像処理装置１００の制御部１５０は、スイッチ１
７５を切り替えることにより、ＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳから電力を出力するか否かを
切り替える事ができる。
【００６９】
　スイッチ１７５がオンである場合、制御部１５０は、電源回路１８０の電力をＭＨＬ端
子１７４のＶＢＵＳから出力させることができる。また、スイッチ１７５がオフである場
合、制御部１５０は、電源回路１８０とＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳとを遮断させること
ができる。これにより、制御部１５０は、電力がＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに供給され
ないように回路を切り替えることができる。
【００７０】
　制御部１５０は、映像処理装置１００が動作状態である場合、スイッチ１７５をオンす
る。即ち、制御部１５０は、映像処理装置１００が動作状態である場合、電源回路１８０
の電力がＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに常に供給されるようにスイッチ１７５を制御する
。
【００７１】
　また、制御部１５０は、映像処理装置１００が待機状態である場合、操作信号に応じて
スイッチ１７５のオンオフを切り替える。例えば、制御部１５０は、映像処理装置１００
が待機状態である場合、リモートコントローラ１６３のＭＨＬ電源キー１６３ｃの操作に
応じて生成された操作信号に応じて、スイッチ１７５のオンオフを切り替える。即ち、制
御部１５０は、映像処理装置１００が待機状態である場合、電源回路１８０から出力され
た電力をＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに供給するか否かを切り替える事ができる。
【００７２】
　上記のような構成によると、映像処理装置１００は、待機状態であってもＭＨＬ端子１
７４に接続された機器に電力を供給することができる。また、上記のように電源回路１８
０とＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳとの間にリモートコントローラ１６３のＭＨＬ電源キー
１６３ｃの操作に応じて切り替えられるスイッチ１７５が設けられている場合、映像処理
装置１００は、常にＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに電力が供給されることを防ぐことがで
きる。これにより、映像処理装置１００は、省電力化を図ることができる。この結果、よ
り高い利便性を有するテレビジョン装置、及びリモートコントローラを提供することがで
きる。
【００７３】
　なお、映像処理装置１００は、動作状態である場合にリモートコントローラ１６３のＭ
ＨＬ電源キー１６３ｃの操作に応じてスイッチ１７５のオンオフを切り替える構成であっ
てもよい。映像処理装置１００は、リモートコントローラ１６３のＭＨＬ電源キー１６３
ｃの操作に応じてスイッチ１７５のオンオフが切り替えられた場合、ディスプレイ１３４
にＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに電力が供給されているか否かを示す案内表示を表示させ
る構成であってもよい。
【００７４】
　図４は、ＭＨＬケーブルにより映像が携帯端末２００から映像処理装置１００に出力さ
れている場合の表示例を示す。　
　携帯端末２００は、画面を自身のディスプレイに表示させる。また、携帯端末２００は
、ＭＨＬケーブルを介して上記の画面から生成されたストリームを映像処理装置１００に
出力する。これにより、映像処理装置１００は、携帯端末２００での表示画面をディスプ
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レイ１３４に表示させることができる。
【００７５】
　さらに、映像処理装置１００の制御部１５０は、リモートコントローラ１６３のＭＨＬ
電源キー１６３ｃの操作に応じてスイッチ１７５のオンオフが切り替えられた場合、図４
に示されるような案内表示４０１をディスプレイ１３４に表示させる。例えば、制御部１
５０は、リモートコントローラ１６３のＭＨＬ電源キー１６３ｃの操作に応じてスイッチ
１７５がオンされた場合、ＭＨＬ端子１７４に接続された機器に電力が供給されているこ
とを示す案内表示４０１をディスプレイ１３４に表示させる。また、例えば、制御部１５
０は、リモートコントローラ１６３のＭＨＬ電源キー１６３ｃの操作に応じてスイッチ１
７５がオフされた場合、ＭＨＬ端子１７４に接続された機器に電力が供給されていないこ
とを示す案内表示４０１をディスプレイ１３４に表示させる。
【００７６】
　これにより、映像処理装置１００は、ＭＨＬ端子１７４に接続されている機器に電力が
供給されているか否かをユーザに容易に認識させることができる。
【００７７】
　さらに、インジケータ１８２は、映像処理装置１００の状態に応じて点灯することによ
り、映像処理装置１００の状態をユーザに認識させることができる。インジケータ１８２
は、例えばＬＥＤなどの点灯装置であり、制御部１５０の制御に基づいて点灯する。イン
ジケータ１８２は、少なくとも緑色、赤色、及び橙色などの複数の色で点灯することがで
きる。インジケータ１８２は、点灯色により、映像処理装置１００の状態を示すことがで
きる。
【００７８】
　例えば、映像処理装置１００が動作状態である場合、制御部１５０は、インジケータ１
８２を緑色に点灯させる。映像処理装置１００が待機状態であり、且つＭＨＬ端子１７４
のＶＢＵＳに電力が供給されている場合、制御部１５０は、インジケータ１８２を橙色に
点灯させる。映像処理装置１００が待機状態であり、且つＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに
電力が供給されていない場合、制御部１５０は、インジケータ１８２を赤色に点灯させる
。これにより、映像処理装置１００は、映像処理装置１００の状態をユーザに容易に認識
させることができる。
【００７９】
　また、前記実施例では、インジケータ１８２は、映像処理装置１００が待機状態である
か否か、ＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに電力が供給されているか否かなどの合計で4種類
の状態を表示する構成であると説明した。しかし、インジケータ１８２は、この構成に限
定されない。インジケータ１８２は、ＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに電力が供給されてい
るか否かの情報のみを示すＬＥＤが独立して設けられたものであってもよい。即ち、イン
ジケータ１８２は、映像処理装置１００が待機状態であるか否かを示すＬＥＤと、ＭＨＬ
端子１７４のＶＢＵＳに電力が供給されているか否かを示すＬＥＤとを備える構成であっ
てもよい。
【００８０】
　さらに、映像処理装置１００の制御部１５０は、待機状態である場合にリモートコント
ローラ１６３のＭＨＬ電源キー１６３ｃの操作に応じてスイッチ１７５のオンオフが切り
替えられた場合、スピーカ１２２からビープ音などを出力させてもよい。これにより、映
像処理装置１００は、スイッチ１７５のオンオフが切り替えられたことをユーザに容易に
認識させることができる。
【００８１】
　またさらに、映像処理装置１００は、映像の表示を行わずに音声のみを再生する音声再
生状態を備えていてもよい。制御部１５０は、映像処理装置１００が音声再生状態であっ
ても、リモートコントローラ１６３のＭＨＬ電源キー１６３ｃの操作に応じてスイッチ１
７５のオンオフを切り替えることができる。
【００８２】
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　さらに、制御部１５０は、映像処理装置１００が音声再生状態であり、且つＭＨＬ端子
１７４のＶＢＵＳに電力が供給されている場合、インジケータ１８２を例えば青色で点灯
させる。またさらに、制御部１５０は、映像処理装置１００が音声再生状態であり、且つ
ＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに電力が供給されていない場合、インジケータ１８２を例え
ば紫色で点灯させる。
【００８３】
　このように、映像処理装置１００が音声再生状態であっても、映像処理装置１００は、
ＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに電力が供給されているか否かをユーザに容易に認識させる
ことができる。
【００８４】
　また、映像処理装置１００は、制御部１５０に比べて消費電力の少ない副制御部を備え
る構成であってもよい。また、上記の実施形態では、映像処理装置１００は、映像処理装
置１００が待機状態である場合、電源回路１８０が受光部１６２及び制御部１５０の一部
に電力を供給する構成であると説明したが、この構成に限定されない。映像処理装置１０
０は、映像処理装置１００が待機状態である場合、電源回路１８０が受光部１６２及び副
制御部に電力を供給する構成であってもよい。
【００８５】
　図５は、映像処理装置１００が副制御部１９０を備える場合の例を示す。　
　図５の映像処理装置１００は、図２に示された構成にさらに副制御部１９０及びスイッ
チ１９１を備える。
【００８６】
　副制御部１９０は、図２に示された制御部１５０の一部の機能を備えるものである。副
制御部１９０は、例えば、受光部１６２により受信した信号から元の操作信号を復元する
機能、スイッチ１７５のオンオフを制御する機能、インジケータ１８２の点灯を制御する
機能、及びスイッチ１９１のオンオフを制御する機能を備える。即ち、受光部１６２及び
副制御部１９０は、操作信号を受信する操作信号受信部として機能する。
【００８７】
　電源回路１８０は、映像処理装置１００が待機状態である場合、受光部１６２、及び副
制御部１９０に電力を供給する。映像処理装置１００は、待機状態である場合、受光部１
６２、及び副制御部１９０を動作させ、他のモジュールによる処理が実行されない状態に
なる。即ち、映像処理装置１００は、待機状態である場合、映像及び音声の出力を行わな
い状態になる。
【００８８】
　また、映像処理装置１００は、電源回路１８０とＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳとの間に
設けられたスイッチ１７５と、電源回路１８０と制御部１５０との間に設けられたスイッ
チ１９１と、を備える。映像処理装置１００の副制御部１９０は、スイッチ１７５を切り
替えることにより、ＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳから電力を出力するか否かを切り替える
事ができる。また、映像処理装置１００の副制御部１９０は、スイッチ１９１を切り替え
ることにより、制御部１５０に電源回路１８０から電力を供給するか否かを切り替える事
ができる。
【００８９】
　スイッチ１７５がオンである場合、副制御部１９０は、電源回路１８０の電力をＭＨＬ
端子１７４のＶＢＵＳから出力させることができる。また、スイッチ１７５がオフである
場合、副制御部１９０は、電源回路１８０とＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳとを遮断させる
ことができる。これにより、副制御部１９０は、電力がＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに供
給されないように回路を切り替えることができる。
【００９０】
　副制御部１９０は、リモートコントローラ１６３の電源キー１６３ａの操作に応じて生
成された操作信号に応じて、スイッチ１９１のオンオフを切り替える。即ち、副制御部１
９０は、映像処理装置１００が待機状態であり、且つリモートコントローラ１６３の電源
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キー１６３ａの操作に応じて生成された操作信号が入力された場合、スイッチ１９１をオ
ンする。スイッチ１９１がオンされた場合、電源回路１８０の電力が制御部１５０に供給
される。これにより、副制御部１９０は、映像処理装置１００を待機状態から動作状態に
切り替える事ができる。
【００９１】
　副制御部１９０は、映像処理装置１００が動作状態である場合、スイッチ１７５をオン
する。即ち、副制御部１９０は、映像処理装置１００が動作状態である場合、電源回路１
８０の電力がＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに常に供給されるようにスイッチ１７５を制御
する。
【００９２】
　また、副制御部１９０は、映像処理装置１００が待機状態である場合、操作信号に応じ
てスイッチ１７５のオンオフを切り替える。例えば、副制御部１９０は、映像処理装置１
００が待機状態である場合、リモートコントローラ１６３のＭＨＬ電源キー１６３ｃの操
作に応じて生成された操作信号に応じて、スイッチ１７５のオンオフを切り替える。即ち
、副制御部１９０は、映像処理装置１００が待機状態である場合、電源回路１８０から出
力された電力をＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに供給するか否かを切り替える事ができる。
【００９３】
　上記のような構成によると、映像処理装置１００は、ＭＨＬ端子１７４に接続された機
器に電力を供給することができる。また、上記のように電源回路１８０とＭＨＬ端子１７
４のＶＢＵＳとの間にリモートコントローラ１６３のＭＨＬ電源キー１６３ｃの操作に応
じて切り替えられるスイッチ１７５が設けられている場合、映像処理装置１００は、常に
ＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに電力が供給されることを防ぐことができる。
【００９４】
　また、副制御部１９０は、制御部１５０に比べて消費電力が低い為、映像処理装置１０
０が待機状態である場合の消費電力を抑えることができる。
【００９５】
　また、リモートコントローラ１６３は、映像処理装置１００と信号を送受信することに
より、映像処理装置１００の状態を認識する構成であってもよい。この場合、リモートコ
ントローラ１６３は、映像処理装置１００と通信を行う通信部と、情報を記憶するメモリ
と、表示装置とを備える。
【００９６】
　リモートコントローラ１６３は、映像処理装置１００と信号を送受信することにより、
映像処理装置１００の状態を認識する。リモートコントローラ１６３は、認識した映像処
理装置１００の状態を示す情報メモリに記憶する。リモートコントローラ１６３は、メモ
リに記憶されている映像処理装置１００の状態を示す情報を表示装置に表示させる。
【００９７】
　即ち、リモートコントローラ１６３は、映像処理装置１００で電源回路１８０の電力が
ＭＨＬ端子１７４の電力供給バスに供給されているか否かを認識する状態認識部を備える
。さらに、リモートコントローラ１６３は、状態認識部による認識結果を表示装置に表示
させることができる。
【００９８】
　このような構成によると、リモートコントローラ１６３は、映像処理装置１００がイン
ジケータ１８２を備えていない場合であっても、映像処理装置１００が動作状態であるか
待機状態であるかを表示装置に表示させ、ユーザに認識させることができる。また、リモ
ートコントローラ１６３は、ＭＨＬ端子１７４のＶＢＵＳに電力が供給されているか否か
を表示装置に表示させ、ユーザに認識させることができる。
【００９９】
　なお、上述の各実施の形態で説明した機能は、ハードウエアを用いて構成するに留まら
ず、ソフトウエアを用いて各機能を記載したプログラムをコンピュータに読み込ませて実
現することもできる。また、各機能は、適宜ソフトウエア、ハードウエアのいずれかを選
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【０１００】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実施形
態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施形態
に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【符号の説明】
【０１０１】
　１００…映像処理装置、１０１…アンテナ、１１１…チューナ、１２１…スピーカアン
プ、１２２…スピーカ、１３４…ディスプレイ、１５０…制御部、１６１…操作入力部、
１６２…受光部、１６３…リモートコントローラ、１６４…抵抗器、１７２…コンポジッ
ト入力端子、１７３…ＨＤＭＩ端子、１７４…ＭＨＬ端子、１７５…スイッチ、１８０…
電源回路、１８１…ＡＣコード、１８２…インジケータ、１９０…副制御部、１９１…ス
イッチ、２００…携帯端末、３００…無線通信端末。

【図１】 【図２】
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【図５】
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